
Q: 育児休業をした期間は︖

第⼆⼦︓H2７/4/15〜H27/5/10、第三⼦︓H30/4/9〜H30/5/25の期間になります。

Q: 最初が1か⽉、⼆回目が2か⽉と、徐々に伸ばしていますね︕ちなみに、第⼀⼦の時にはとらなかっ
たんですか︖

第⼀⼦の時は育休を取るということが全く思い浮かびませんでした。取れば良かったと思っています。

Q: 育児休業を取得する期間を決めたポイントは︖

配偶者が⼀番苦労するであろう復職前後の期間という観点と、業務の都合がつけられる期間のバランス

で決めました。

Q: ＪＡＸＡは、年次有給休暇最⼤60⽇、フレックスタイム制度、テレワーク勤務制度、「男の産休
（配偶者分娩休暇、育児参加休暇等）」など多様な育児⽀援施策がある中で、育児休業をすることとし
たきっかけは︖

きちんと休んで仕事を気にすることなく家事・育児をしたかったということと、第一子の経験上、子供
の急な発熱で有休をとることが多いので、有休日数はなるべく減らしたくなかった。

Q: 育児休業を開始するにあたって一番心配したことは︖
金銭面の不安が一番大きかったです。
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⼯学部航空宇宙⼯学科卒業後、2009（平成21）年にJAXAに⼊社。航空機のジェット
エンジン内部流れに関する研究に従事。趣味は読書で⼿あたり次第に⼩説や漫画を読
み漁る。最近⼿動のコーヒーミルを購⼊してコーヒーに目覚める。ゆっくりと⾖を挽
いてコーヒーを⼊れる過程が楽しいが、味覚⾳痴のため美味しく淹れられているかの
判別はつかない。茨城県出⾝。

Q: 結果としてはどうでした︖︖

やはり収⼊が⼀時的とはいえなくなるのは不安でした。最終的には育児休業給付⾦の⽀給があるのはわ

かっていましたが、節約を⼼掛けていました。

Q: 育児休業を開始するにあたって、後押しされたものがあったら教えてください。

⼈事部の⽅に問い合わせた際に、もし上司から何か⾔われるなどで育休が取りにくい状況になるよ

うだったら⽀援しますと⾔っていただいたこと。あまり男性で育休をとる⼈がいないので、味⽅がで

きたようでうれしかった。（実際は上司も快くOKを出してくれましたが）



Q: 育児休業中に参加した地域/保育園等のイベント等があったら教えてください。

第⼀⼦のPTA総会、保護者会に参加しました。PTA総会に
第⼆⼦を連れて出たときは、男性の出席者は全出席者100
名以上に対して3名程度で、少し居⼼地が悪かったです。
数年後に、PTA総会に出席していたことについて、「賀澤
さんのところ、お⽗さん働いてないのかしら」という疑惑
があったらしい、と聞きました。

Q: 僕も、娘（現在⼩5）の保護者会とかに顔を出した経
験があるのですが、年々⽗親の参加率が⾼まっている感覚
があります。賀澤さんの感覚はいかがですか︖

⼀番上の⼦が同い年ですが、私の⼦供が⾏っている⼩学校

ではあまり感じないですね。昨年保護者会に⾏ったとき、そのクラスで⽗親の出席者は私だけでした。
地域性や学年ごとにも異なるので、⼀番上の⼦の学年がたまたまそういう状況なだけかもしれません。
⼩学校のイベント（特にPTA関係）への出席者は⺟親が⼤多数を占めていて、⺟親中⼼のコミュニティ
に⼊っていくのに勇気がいる、というのも⽗親の参加率が低い理由かもしれません。少なくとも私は少
し気後れしてしまいます。

Q: 育児休業をしてみた結果、家庭⽣活においてよかったと思う点は何かありますか︖

頭ではわかっていたが、家事と育児と仕事を両⽴させるのは⼤変だと実感できた点が⼤きかったと思い
ます。そのおかげで育休明けの役割分担についても話しやすくなり、家事・育児を「⼿伝う」という感
覚がなくなったかな、と感じています。

Q: 逆に、育児休業をしてみた結果、反省点はありますか︖賀澤さんの行う家事に対して奥さんの評価が
上がり、分担する家事範囲が増えたとか（笑）

育児休暇はもっと長くとっても良かった。育休明けの役割分担はもっときちんと話したほうが良かった
（話しやすくはなったが、曖昧なところをたくさん残してしまった）。我が家では、例えば洗濯はどち
らがやる、といった明確な分担がなくて、やれる方がやる、という曖昧な形に落ち着いてしまったよう
に思います。あんまり良い状態ではないので、きちんとしなければ、と思いながらズルズルと来てし
まっています。

Q: 育児休業をする前後における職場の上司・先輩・後輩等の反応はどうでしたか︖

最初の育休を取得する際に、育休取るんです、と職場の⼈に⾏ったら⿐で笑われました。男性が育児休
暇を取ることに理解がない⼈はまだいるのだな、と思いました。家事や育児についてあまり知らない⼈
だと、育児休暇は有給休暇の⼀種だという意識があるのかもしれません。



か

Q: ⾃分の周りで育児休業を検討している男性職員がいた
場合のアドバイスは何かありますか︖

ぜひとったほうが良いと思います。家事・育児は『⼿伝
う』という感覚ではうまくいかない。お互い当事者だとい
うことを理屈ではなく実感できる。
特に、育児休暇明けにどのように育児と家事を分担する
を妻と話し合うのは⼤事だと思う。

Q: 男性の育児休業取得促進に向け、会社に対しての要望
があれば教えてください。

研究⽀援制度はあったらいいな、と思う。やはり仕事が気気
になって⻑期間は取りにくかった。

Q: ⼀時期、男⼥共同参画室（WL室の前⾝）の時代に、⼥性研究者の⽀援事業として、休業期間中に実
験を⾏ってもらう派遣契約を締結していましたが、そういったものでしょうか︖

育児休暇中でも⼦供が寝ているときや妻が帰ってきた後など、時間が空くときがあります。そういう時
にできることがあるといいのかな、と思います。出社して何かをするというよりは、テレワーク的な感
じでしょうか。
私の場合は最⻑で2か⽉だったのでそれほどではありませんでしたが、例えば1年間の育児休暇を取得し
た場合、復職した際に浦島太郎状態になるだろうな、と思います。1年間のブランクを取り戻すのにもあ
る程度時間がかかります。具体的にどのような、というのはすぐには思いつかないのですが。復職後を
⾒据えたやり⽅があると良いと思います。

Q: 最後に、次の機会があれば再度育児休業したいと思いますか︖

もうないとは思いますが…もしあれば今度は1年くらいとりたいです。
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